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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年9月4日(2008.9.4)

【公表番号】特表2004-503661(P2004-503661A)
【公表日】平成16年2月5日(2004.2.5)
【年通号数】公開・登録公報2004-005
【出願番号】特願2002-510629(P2002-510629)
【国際特許分類】
   Ｃ１１Ｄ   1/825    (2006.01)
   Ｂ０８Ｂ   3/08     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ  17/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１１Ｄ   1/825   　　　　
   Ｂ０８Ｂ   3/08    　　　Ｚ
   Ｃ１１Ｄ  17/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月23日(2008.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　【請求項１】
０．０５ないし５．０重量パーセントを構成する第２アルコールエトキシレート界面活性
剤、０．０７５ないし５．０重量パーセントを構成するアルキルポリグリコシド界面活性
剤、０．０１ないし１．０重量パーセントを構成するキレート剤、および水からなる水性
多目的洗浄溶液であって、該溶液のｐＨ がアルカリ性である溶液。
　【請求項２】
０．２５ないし２．５０重量パーセントを構成する第２アルコールエトキシレート界面活
性剤、０．１０ないし１．５０重量パーセントを構成するアルキルポリグリコシド、０．
０１ないし０．４重量パーセントを構成するキレート剤、８．０ないし１２．５のｐＨを
与えるのに充分な量を構成するｐＨ改変剤、香料、および水からなる水性多目的洗浄溶液
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　これらの組成物が共通に保持する鍵となる特性は１１．５を上回るが１５．０
未満であるＨＬＢ値である。ＨＬＢ値という用語は親水性親油性平衡値、水溶解
度および洗浄剤組成物にとって重要な特性である良好な乳化をもたらす能力の尺
度を指す。一般的には、約１０未満のＨＬＢ値を有する組成物は水への溶解性が
不充分な傾向がある。
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